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  令和８（２０２６）年 4月７日   第1号 

 ＜学校教育目標＞ 

愛：豊かな心をもち、人とのつながりを大切にする生徒 

健：心身ともにすこやかで、逞しく生きる生徒 

創：知性をみがき、自らを活かそうとする生徒 

『「イマカラ・ミズカラ・シリカラ」による未来を拓く学ぶ力の育成 
～生徒・教職員・保護者・地域 それぞれのWell-Beingの実現を目指す学校～』 
                 知内町立知内中学校 知内町字重内22-1 ℡5-5024 

校長 森  渉 

陽春の候、保護者・地域の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げま

す。さて、変化の激しい現代社会。かつてのような「知識の量」だけを競う学習では、正解のない

問いに立ち向かうことはできません。今、子供たちに必要なのは、生涯にわたって自らを更新し

続け、新しい価値を生み出す力です。本年度、知内中学校は学力の定義を「始める」「続ける」「創

る」の三段階に再定義し、新たなスローガン「イマカラ・ミズカラ・シリカラ」を掲げ、生徒一人

ひとりの個性を最大限に引き出す教育を推進してまいります。 

令和 8 年度 重点教育目標「イマカラ・ミズカラ・シリカラ～学びを創造する生徒の育成」 

① 【イマカラ】―「学び始める力」学びに正対する力 

「いつか」ではなく「今、この瞬間」から。学習のスイッチを自ら入れる習慣を育てます。 

「0 秒スタート」の徹底： 授業開始と同時に集中する仕組みを軸に授業改革を推進します。 

「居間から」の連携： 家庭の「居間」は大切な学び場です。生活・学習習慣の定着に向け、学校

と家庭が連続した学びの場となるよう連携を強化します。 

② 【ミズカラ】―「学び続ける力」学びの主体性と緻密な指導 

「やれそう（自己効力感）」×「よさそう（結果期待感）」が意欲の源です。 

自ら： 目標→振り返りのサイクルを定着させ、主体的な探究心を養います。 

「瑞（みず）から（端々まで）」の支援： 教職員一同、生徒への声かけやフィードバックなど、教

育活動の「端々」まで丁寧に行き届いた指導を徹底します。 

③ 【シリカラ】―「学びを創る力」ゴールからの逆算と個性の表出 

将来の目標を見据え、自分の特性（知る・カラー）を力に変えます。 

尻（ゴール）から： 幼小中高一貫教育の強みを生かし、知内町のめざすこども像「絆・夢・幸」

のもと、将来社会で活躍する姿を見据えた体系的な学びを展開します。 

「シリウチ・カラー」の体現： 地域の歴史や産業を学びの教材とし、知内を愛し、自らの個性を

発揮して未来を切り拓く生徒を育てます。 

知内中学校は、理念である「愛（豊かな人間性）」「健（健やかな心身）」「創（確かな知性）」を

基盤に、生徒が自らの色（シリウチ・カラー）を輝かせられる学校を目指します。本年度も本校の

教育活動へのご理解とご協力を、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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 ４月の主な行事予定 

７（火）着任式・始業式・入学式 

８（水）新入生を迎える会 給食開始 

９（木）二計測・視力聴力検査   

１０（金）専門委員会 

１３（月）臨時専門委員会 

１４（火）全学年授業参観・学校説明会 

１５（水）全学年実力テスト 

１７（金）教育相談① 尿検査 

２０（月）教育相談② 生徒総会 

２１（火）教育相談③  

２２（水）全国学力・学習状況調査 

２３（木）教育相談④ 全国学力・学習状況調査 

２４（金）PTA会費納入日 

２７（月）PTA会費納入日 

２８（火）避難訓練 

 ６名の教職員が知内中学校に着任
しました。 
 

〇森谷 剛（もりや つよし） 教頭  

この度、北海道教育大学附属函館中学校より異動

となりました、森谷剛（もりや つよし）と申します。知内

町のいろいろな魅力を肌で感じながら、この町の魅力を

十分に活用した教育活動を行うことができればと考えて

います。多くの人と関わりながら、そして、楽しみながら

仕事をしたいと思います。よろしくお願いいたします。       

（附属中学校より） 

 〇太田 賢紀（おおた たかのり） 教諭  

函館市立巴中学校から赴任してきました。      

ずいぶん昔になりますが、中学生時代を木古内町で

過ごしたので、知内中学校に部活動の練習試合で

何度もお邪魔したり、スキー場にもよく行ったりと懐か

しい記憶があります。早く新しい環境に慣れるよう頑張

ります。よろしくお願いいたします。 

（函館市立巴中学校より） 

 〇中島 未来（なかしま みく） 教諭  

今年度、福島町立福島中学校から異動してまい

りました。知内町には４年ほど在住しているため、日

頃から地域の方々には大変お世話になっており、こ

の地で働けることをとても楽しみにしています。子ども

たちのためにできることを精一杯頑張りますので、よろし

くお願いいたします。  

（福島町立福島中学校より） 

 〇五十嵐 夕姫（いがらし ゆうき）教諭  

函館市立本通中学校より着任いたしました五十嵐

夕姫です。本校では全クラスの家庭科と特別支援学

級を担当します。日々の学習や生活の中で、子ども

たち一人ひとりの個性を大切にしながら、共に学び、

成長できることを心より嬉しく思っています。どうぞよろ

しくお願いいたします。  

（函館市立本通中学校より） 

 〇栃内 翔（とちない かける） 教諭  

この春、着任いたしました数学科の栃内翔です。

数学と野球が大好きです。どちらにも共通しているの

は、「考えること」と「積み重ね」。一本のヒットが試合

を動かすように、一つの「なるほど！」が学びを大きく

変えると信じています。生徒一人一人の可能性がぐ

んと伸びるよう、全力で取り組んでまいります。これか

らよろしくお願いいたします。 

（函館市立南茅部中学校より） 

 〇後藤 貴葉（ごとう たかは） 事務  

松前町立松城小学校から着任いたしました。知内

中学校勤務は５年ぶりとなります。また知内中学校で

勤務できることの喜びとともに、子どもたちが充実した

学校生活を送れるように努めて参りたいと思います。

保護者の皆様・地域の皆様とのつながりを大切にし

ながら、精一杯頑張りますので、どうぞよろしくお願い

いたします。     

（松前町立松城小学校より） 


